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言ふまいと思へど今日の暑さかな……そんな暑さが続

く毎日ですので、本欄も多少肩の力を抜しヽたテーマを選

んでみました。わが国通販の歴史を語るとき、大抵は“今

日の通販スタイル
"が
形成され始めた昭和30年代後半か

らということになり、戦前あるいは明治、大正時代の状況

はほとんど藪の中といつた感じです。本欄では日本にお

ける近代郵便制度の発足とほぼ時を同じくして始まつた

明治時代の通販まで逆上つて紹介してきたわけですが、

お読みになって「明治時代のi壷販会社も、なかなかやる

じゃないか」と感じられた方も多いかと思います。今日わ

れわれが行つている返品制度や保証制度、害」賦販売、限

定販売といつた顧客サービスや販促施策、数百ページの

総合力タログ、顧客管理に基づくフォローなどが、すでに

明治期に採用されていたことを知ると、いつの時代でも

考えることはあまり変わらなしヽのだなあとしヽうのが実感

です。

このように、わが国通販史を明治まで逆上つて語られ

ることはきわめて少ないのですが、では、それ以前に“通販
"

的な商売が存在したかどうかということになると、まず語

られたことはないでしょう。ところが、なんと江戸時代に

も「通信販売」が行われていたことが半」つたのです1 正

確に言うと、江戸時代の文政年間に刊行された「江戸買

物独案内 (えどかいものひとりあんない)」 というショッピ

ングガイドに通販の広告文が載つていると、近世史学者の

八本敬―氏が「江戸学事典」に書いているのを、筆者が

見つけてびつくりしたのです。八木氏の場合、通販やビジ

ネスに関わっていなしヽので、こくアッサリと片づけてしま

つているのですが、われわれにとっては、通販対象商品も

含め、大いに興味をそそられる記述です。

では、その広告コピーをご紹介しま tノょう…・「://小 Fil

物細工所 鼈甲水牛蘭法妙薬 江戸両国業研堀 1/11ツロ
屋忠兵衛 諸国徒1文通二雨御注文之節 |よ箱入封付二い
たし差上可申候」。大体は想像できるかと思いますが、詳

しい解読と、どんな商品が通販されていたかなど|よ、スペ

ースの都合で次号に譲ります。それにしても、人間の考

えることはあまり変わらないなと改めて感じます。

第 23回

前号でこ紹介した江戸時代の通販広告コピーの解説

の前に、同時代の母袋未知庵 (もたいみちあん)という人

が著した「サ|1朝l四目屋致」という本に載つている「四ツロ

屋」取扱い品目を列記してみましょう一 長命丸、女悦丸、

男根危橋 (ほばしら)丸、りんの輪、りんの玉等々、薬七種、

道具八種、などなど。道具の中にはもちろん張り型もあり

讀す。もうお分かりでしょう。四ツロ屋というのは、当時の

両国 (現在の東日本橋)薬研堀にあつた有名な秘具・秘薬

の専門店なのです。同店のベスト&ロングセラーアイテ

ムの長命丸は、田舎のお婆さんが長生きの薬だと勘違い

して買いに来たという話が残つていますが、実は男性の

持続時間を長くする薬で、同店の元祖が明応年間 (1500

年頃)に長崎に行つて開発、寛永年間 (1630年頃)から同

店で売り出したとされています。こうした秘具 秘薬は明

和期 (1770年頃)の性教育本「艶道日夜綱目」「女大楽宝

開J「女用婦見硯」などに挿絵入りで解説されています。

そこで例の広告コピーの内容ですが、意訳すれば「女

性をナニする商品各種。鼈甲・水牛製、オランダ処方の妙

薬。江戸両国薬研堀の四ツロ屋忠兵衛宛に各地方から文

通で注文されれば、他人にわからないよう箱に入れて、し

つかり封をして送l~しますJということでしょうか。さてそ

の値段ですが、長命丸の場合、建値1包 64文を半額の32

文で売つたと言われ、また時代によつては]包56文で販売

されたと言います。当時、何でも4文銭 ]枚で食事ができ

る四文屋という店があり、これが今だと100L■l均―の感覚

ですから、1文 25円で換算しますと、32文 |よ 800「 In、 56文

だと]400円 になります。1人平均何包まとめ買 tノ し`たの

かは記録にありませんが、長命丸は「紅毛 (オランダ)長

命丸」とも呼ばれたことから、当時としては今日のバイア

グラσ)ように利用さねたようですⅢところで余i炎で・ |が、

田含のお婆さんが間違えて長命丸を買つて飲んだらどん

な具合になつたとかいう「都の手ぶりJなる本に載つた話

が、どうしたわけか明治になつて女学校の国語教科書に

紛れ込んでしまい、大騒ぎになつたそうです。次回は江戸

の通販の結びとして、そのビジネス環境について少しば

かり触れてみたいと思います。
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江戸両国にあつた「四ツロ屋」が、強精剤をはじめとす

る秘薬や性具を、店舗売りと併せて「通信販売」してしヽた

ことを前回、前々国でこ紹介しましたが、こうした販売方

法を可能にした背景には、江戸という当時世界最大の都

市におけるビジネスの活況があつたことを見逃すわけに

|よいきません。橋がなかつたために多数の犠牲者を出し

た明暦の大人の後、両国橋が架橋されると、この両岸は江

戸随一の盛り場となったのです。相撲、見世物、芝居小屋

ばかりでなく、様々な店がアイデアを競い合い、四ツロ屋

もたいそうな話題の店の一つだつたようです。当時は、今

の国技館のある墨田区側を東両国と言しヽ、東日本橋の辺

りが両国とよばれていたのですが、四ツロ屋があつた場所

のほど近くに現在も同様の通販会社が活躍しているのに

は何か因縁を感じます。江戸時代はまた、たいへんな出

版ブームで、今でいう劇画本の黄表紙、小説本の読本など

のほか、江戸案内、江戸買物独案内といつた観光やショッ

ピングのガイドブックが多数干」行されました。これらのガ

イドブックに広告を出したり、戯作者の式亭三馬のように

自著の中で本人が作つた化粧品をちゃっかりPRするとか、

引本Lと呼ばれたチラシを撒くとか、あの手この手の宣伝

が行われました。こうした宣伝が有効に働いたのは、当時

の日本人の識字率が極めて高かつたからです。江戸時代

後期の町人の識字率は実に90%、 当時最も産業が進んだ

イギリスの大都市でさえ識字率25%だつたのと比較すれ

ば違いは歴然です。では、手紙を届ける方法はどんなだっ

たでしょうか。幕府の用飛脚や大名飛脚のほかに田I人に

よる飛脚が出現したのは18世紀。大手の飛脚業者の中に

「十七屋」と呼ばれた元締め業者がありましたが、この屋

号は十五夜の次の十六夜の月を「いざなしヽの月」、十七夜

の月を「立ち待ち月 |ということから「たちまち着く111シ

ャレたものなのです。江戸時代は判じ絵の石板など、とに

かく洒落つ気が多かつたようです。江戸田I内の連絡には、

鈴をつけた「ちりんちりん飛脚」が登場し、芝から吉原ま

での距離だと今の貨幣価値で約600円程度で届けたよう

ですから、まあバイク使の感覚に近しヽかなとも思わ/1■ます。

江戸はこのへんにして、次回からは明治、大正期に戻ります。

<江戸 >四 ツロ屋 (引 札)
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